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厚 労働 学  費補助金 新興 再興           推進   業  

 担  報告  

 

ヒ                  抽  

 

 担  者  園 晃    学 医学  教授 

 

  要旨  

わ    輸入             患者      過去 60     無      

ヒ              渡航          渡航者  曝露           

   流      咬傷受傷者    曝露後     医療       応    わ 

            再                     25            

                          う          侵淫    ヒ 

    移  グ    化   日  極  重要                   再興

                    曝露 受  患者         輸入      

             必要     ず      曝露後          態    

     充  量                        ず重要         

     帰 者    曝露後    療         医療        程  邦 

                 咬傷曝露 受           重要         

   ヒ                  程 供給          承      未承

      流通           必要     

     医療   帰 後     患者     医療従 者   家族 患者     

    曝露 受      ゼ     ず 診断  医療従 者 曝露          可能

     曝露 可能    医療従 者    曝露後         必要        

量       曝露  医療従 者    適切 曝露      構築     重要     

      目  基づ         担   目   ①   渡航医療 専門   

 要医療                 咬傷曝露患者    百数十 程  曝露後ワク

チン接種者数は年間 200例程度      後      流 渡航 再開       曝露 

受  入 者 再 増加    患者 流入 懸念            ② 邦    承 

済    製  未承  ヒ             約 30    ズ 流通       明  

       咬傷曝露 受  後 帰      医療               量 充 

 賄う   可能       ③   患者  療  応  医療従 者    米  わ   

    HCWs     PEP            曝露  可能    医療従 者    
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曝露後    ぼ適切  わ        後 我      同様  態    医療  

       曝露             進  必要           

 

A.   目  

わ   過去 60    輸入       

        患者      無  ヒ 

              渡航    

 曝露              流   

   咬傷受傷者    帰 後曝露後  

     医療        応     

 末  産ヒ           産 終了

          2019  7 月     

製         流通 始       

      ュ     標準化       

   需給 見 う輸入量 安      

                 再興 見

       応   ヒ       備蓄 

応 重 曝露        免疫グ    

製剤     臨床   遭遇  可能  

    応          

         ①      疑  

   咬傷曝露 受  帰 後 曝露後   

受  患者 臨床    曝露      傷

 程      基  報      ュ   

              免疫グ    

製剤 必要          渡航 来医療

    象                 

   医  輸入業者  力       

          需給     製   

  輸入             ②   

       わ   必要        

 需給        免疫グ    製剤

 必要     ③       心    

    咬傷曝露 故      計画    

     通             

帰 者    曝露後    療      

 医療       日 渡航医学   面 

  力 得      咬傷 故   曝露後

 療  態           ヒ    

      供給    グ    ミ    

 社 KM       社  力 得    

    供給      更   未承  

       輸入 態 医  輸入業者  

 聞 取        う    国内で流通

しているワクチン総数 実数 の調査を行う 

一方、2020 年には 14年ぶりとなる輸入狂

犬病患者が国内で報告され、関係者 医療従

事者や家族 への曝露後感染予防対策の必要

 が浮き彫りとなった。国内医療機関で帰国

後発症狂犬病患者に対して医療従事者や家族

がウ ルスの曝露を受けるリスクはゼロとは

いえず、特に診断確定前に医療従事者が曝露

のリスクにさらされる可能 がある。曝露の

可能 のある医療従事者に対する、必要に応

じたワクチン量の確保と共に、曝露した医療

従事者に対する適切な曝露評 リスクを構築

することは重要で、これにより医療従事者に

対する発症予防が可能となる。 

狂犬病は致死的な疾患であるため、患者を

ケアした医療従事者が不安をかかえることが

多い。このため、医療従事者に対するカウセ

リングが必要である。曝露リスク評 を行い、

迅速かつ適切に曝露した医療従事者をリスト
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アップし、曝露後予防とカウンセリングを行

うことが重要と考えられる。 

新型コロナウ ルス感染症 COVID-19 の

沈静化・終息時における海外渡航・往来再開

を見据えて、令 3 年度は、新たに国内での

輸入狂犬病に対する医療従事者向けガ ドラ

 ン策定に向けた 討を行うこととし、海外

渡航・帰国後医療のための 曝露前、曝露後ワ

クチン に必要なワクチン総数を改めて推計

し、必要なワクチンやグロブリン製剤の確保

のためのエビデンスを作成する。 

 

B.      

  担  容 ヒ            

      抽   鑑     ヒ     

   応                  

   医師   者         画   

必要     担者  属  日 渡航医学

    専門家    力者 福島慎 博士 

東京医  院渡航者医療     日 渡航医

学     加         

 担  者    力者  複  わ  

     議     1    侵淫    

   帰 者    曝露後      療

         医療       日 渡

航医学              力 得  

    咬傷 故   曝露後 療  態 

  計画    

 2      ヒ          供給 

     力 仰   わ      ヒ  

       供給        供給 

   KM       社 グ    ミ   

   GSK 社 更   製  未承 ヒ   

       輸入 態 医  輸入業者  

     ョ   デ          社

(IMMC) MONZEN TSUBAME LABO 社 

   聞 取         日    流

通            総  概     

          重  WHO      テ 

  III  咬傷曝露   必要       

 免疫グ    製剤    庫    輸入

 可能        輸入業者  聴取 

     

 3                   

    2013         患者 医療 

携わ  医療従 者 HCWs  うち 患者  

     曝露 可能        PEP

 応            曝露     

 案  作  企図    

 

 倫 面   配慮      

倫 委員     学 承 番 1923  

承  得     

 

C.      

(1)   担者 直   担   目   

   我々    報告          

    後              

 Watanabe I. et al. Jpn J Infect Dis. 

2013;66(1):17-21           1  日

                     

              材    提

示        2  基礎   後    

       2              

  後  1   追加   継       

     レ         維     
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  図 1   

 

(2) 日 渡航医学            

 力       要           象

    向    計画   倫 委員    

 学 承 番 1923  承  受 開始  

       COVID-19          

 渡航        充         

               2019     

   要           デ   収  

          院 デ         

        曝露 受  患者     

 曝露後              受   

   1  国内主要トラベルクリニックでの

帰国後医療機関への調査で、狂犬病曝露後発

症予防治療を受けた患者実数を調査すると、

帰国患者を多く扱う東京都内 国立国際医療

センター病院、東京医大病院、 、   市内

  鉄病院 渡航外来のデータでは、COVID-

19以前の渡航制限が無かった場合、海外での

動物咬傷曝露患者数は 3施設で年間百数十例

程度、曝露後ワクチン接種者数は年間 200例

程度であった。 

  

 3        常    日     

 程 ヒ          供給      

       把握        供給  

   GSK, KM           製   

 輸入業者 手 3 社 IMMC, MONZEN, 

TSUBAME LABO   面    ュ     

   流通    ヒ         総 

         2  2019  7 月   ピュ

  筋注  GSK  承    流通 始  

       2019   80,000   ズ 2020

    200,000   ズ 2021   300,000

  ズ 輸入            最終製

造   (RB32)      2021 12月 26

日 終了    KM       社 旧化 

  製         庫        明

                う    明 

           ピュ  筋注  GSK  

            医師   個 輸入 

賄わ      製  未承     

 Verorab, Rabipur, Chirorab, Abhayrab  

    国内には年間 300,000ドーズが流通・

確保されていると推計された。 

一方、国内に全く備蓄の無い 狂犬病免疫

グロブリンに関しては、輸入代行業者への調

査により、今までに輸入実績はないが、輸入

が可能であることが推測された。 

 

 4            患者 涙 唾

液 神 組織   離      医療   

   者 家族 曝露 受      ゼ  

        稀少     医療従 者 

 識    初       特異     

  診断  医療従 者 曝露       

   可能     表 3は   患者  療

  応  医療従 者    米  わ   

    HCWs     PEP  報告   

         曝露  可能    医療

従 者    曝露後   22-42%  わ 

        2-5  必要 見       

量 供給     う  懸念 残    わ

           曝露 可能    医

療従 者    適切 PEP   応    
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         供給           

 

D.  察 

         我    60    

                  25  

                     

                疑     

   咬傷 受     速   曝露後 

                      

  ヒ                  

   咬傷曝露     曝露後      

 PEP    渡航      者      

     PreP               

         浄化 維        

     

   グ    化         流

                 異   

        後 日          

               侵淫    

  特              輸入 帰 

後    患者               

  取 巻 家族 医療従 者       

   提言     極  重要     

        提 踏       2

   件                

 察        ①日         

 流入 常 化  わ          浄

            判        

     ヒ                

 常   同様  応 進  べ      

         安 供給        

免疫グ    製剤       輸入   承

  得 手   必要           

 提  議   わ    

    ②日     同      浄 

          通    渡航  連  

帰 者                  

 曝露患者 入  帰           

  家族 医療従 者          

提言     新       極  重要 

     浮 彫       

           昨        

曝露後     療         要 

 渡航 来   3 設  立  医療   

    東京医 渡航者医療     名鉄 

院   象       新型        

   COVID-19    デミ       境 

越     ヒ             

2019    3医療   200 近     

      咬傷曝露患者       明 

       １     COVID-19  終息後 

      流 渡航 再開       曝

露 受  入 者 再  増加    患者

 流入 懸念 必要 見       量 供

給     う  懸念     

    ②        焦     

          ヒ  輸入       

    咬傷曝露 受  者      者 曝

露後   曝露           態  

       充  量          

           流通         

未承                    

輸入          総  概      

             少      約

300,000   ズ 流通     推察     

    咬傷曝露 受  後 帰      
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医療               量 充 

 賄う   可能        

         2013 ―日      

                   危 

   応          2001追補版 ―

    述 ① 念          PEP

 適  判断   眼           

  4      ② 輸入   患者  応

    医療  者    曝露 応 PEP

         見  応      詳細

         ず     焦     

               患者  療 

 応  医療従 者    米  わ   

    HCWs    PEP      

     表 3  曝露  可能    医療

従 者    曝露後    ぼ適切  わ

        後        同様  

      可能   慮  患者家族 医療

         曝露           

  進  必要     
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表 1 海外での動物曝露後国内トラベルクリニック受診者数（2020 年まで） 

 

接種人数/咬傷者数 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

東京医大病院 13/13 12/12 19/21 26/26 34/34 104/106 

国立国際医療セ ター 77/89 76/89 111/116 90/94 89/92  

名鉄病院 42 38 46 54 76  

合計 132/102 126/101 176/137 170/120 199/126  
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表 2 ヒト用狂犬病ワクチン推計国内流通数（国内メーカー、輸入元への調査（2021 年） 

 

  2017 2018 2019 2020 2021 予定 

国内承認ヒト用 
狂犬病ワクチン 

KMB 78,000 59,000 43,000 0 0 

GSK − − 80,000 200,000 300,000 

 小計 78,000 59,000 123,000 200,000 300,000 

国内未承認海外製 
ヒト用 

狂犬病ワクチン 

PVRV 6,180 34,508 28,819 6,887 13,478 

PCECV 12,700 16,671 20,072 4,923 3,748 

Others 0 4,603 1,394 460 0 

 小計 18,880 55,782 50,285 12,270 17,226 

国内総数（概算） 96,880 114,782 173,285 212,270 317,226 

 

註） KMB: KM バイオロジクス（旧化血 
研） 国内大手 3 社輸入元への調査 

GSK:ラビピュール筋注用 −：データなし 
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表 3 狂犬病患者に対応後の医療従事者に対する PEP の報告数（日米のみ） 

報告年 報告地（州） 曝露地、原因動物 
PEP を受けた者 

/関わりのあった総数 

PEP を受けた者 

/関わりのあった HCWs 総数 
文献 

2011 US(NJ) ハイチ、イヌ 14/unknown 10/246 
MMWR Vol.60(51-2), 1734-6: 

2012 

2011 US(CA) 
国内、ネコ 

（回復例） 
27/208 (13%) 17/unknown MMWR Vol.61(4), 61-5: 2012 

2011 US(NY) アフガニスタン、イヌ 29/24 0 (12%) 9/unknown MMWR Vol.61(17), 302-5: 2012 

2011 US(SC) 国内、コウモリ 22/188 (12%) 18/unknown MMWR Vol.62(32), 642-4: 2013 

2012 US(CA) 国内、コウモリ 23/59 (39%) 15/36 (42%) MMWR Vol.61(39), 777-81: 2012 

2013 TX グアテマラ、イヌ 25/742  MMWR Vol.63(20), 446-9: 2014 

2014 MO 国内、コウモリ 7/73  MMWR Vol.65(10), 253-6: 2016 

2015 UT/WY 国内、コウモリ 26/115 22/100 MMWR Vol.65(21), 529-33: 2016 

2015 プエルトリコ 国内、マングース 9/76 2/39 MMWR Vol.65(52), 1474-6: 2017 

2017 VA インド、イヌ  72/250 

MMWR Vol.61(51-2), 1410-4: 

2019 

所要額 約 235 千ドル 

2018 UT 国内、コウモリ  74/242 MMWR Vol.69(5), 121-4: 2020 

2007 京都 フィリピン、イヌ 30/unknown 30/unknown IASR Vol.28 p63-4: 2007 

2007 横浜 フィリピン、イヌ Unknown Unknown IASR Vol.28 p64-5: 2007 

2020 豊橋 フィリピン、イヌ 23/26 14/17 IASR Vol.42 p15-6: 2021 

 


